
わたしたちの理念：「一人ひとりのいのちが大切にされ、平和と人権が尊重されるまちづくり」に貢献します。

７
月
号
の
こ
の

欄
に
デ
ン
マ
ー

ク
が
政
治
主
導

で
化
石
燃
料
と

原
発
依
存
か
ら

脱
却
し
て
風
力

を
中
心
と
す
る

自
然
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
転
換

を
果
た
し
て
き

た
こ
と
を
書
い
た
▼
ド
イ
ツ
に

長
く
お
ら
れ
た
方
が
、そ
の
論
に

共
感
を
寄
せ
て
く
だ
さ
り
、「
イ

ギ
リ
ス
最
後
の
石
炭
火
力
発
電

所
が
運
転
停
止
」（
10
月
２
日

付
）と
い
う
見
出
し
の
ニ
ュ
ー
ス

を
お
持
ち
下
さ
っ
た
。10
月
１
日

に
１
４
２
年
に
亘
る
石
炭
火
力

発
電
所
が
幕
を
下
ろ
し
て
、
政

府
関
係
者
と
企
業
と
が
祝
典
を

開
い
た
と
の
内
容
で
あ
る
。２
０

１
２
年
に
は
、発
電
量
の
40
％
を

石
炭
火
力
に
依
存
し
て
い
た
が
、

わ
ず
か
12
年
の
間
に
風
力
を
中

心
と
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
変
わ
っ
た
。そ
し
て
イ
タ
リ

ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
な
ど
で

も
石
炭
火
力
か
ら
完
全
に
脱
却

す
る
目
標
年
度
を
明
示
し
て
い

る
と
の
こ
と
。も
ち
ろ
ん
政
治
が

強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
す
す
め

ら
れ
た
の
で
あ
り
、ド
イ
ツ
で
は

既
に
昨
年
４
月
に
全
て
の
原
発

の
稼
働
を
停
止
し
て
い
る
▼
日

本
で
は
、原
発
か
ら
の
脱
却
を
声

高
く
主
張
し
て
い
た
政
治
家
が
、

自
民
党
の
総
裁
選
に
立
候
補
す

る
や
、
全
く
触
れ
な
く
な
っ
た
。

福
島
原
発
の
８
８
０
ト
ン
と
い

わ
れ
る
デ
ブ
リ
の
う
ち
数
グ
ラ

ム
を
取
り
除
く
作
業
を
命
が
け

で
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

現
実
に
目
を
お
お
い
、国
内
54
基

の
原
発
が
次
々
と
寿
命
を
迎
え

る
な
か
で
、
核
ゴ
ミ
の
処
理
、
廃

炉
の
技
術
も
持
た
な
い
こ
の
国

で
、
惰
性
的
に
原
発
を
続
け
よ

う
と
す
る
。
国
民
に
議
論
を
呼

び
か
け
る
ど
こ
ろ
か
、ま
と
も
な

政
治
的
な
議
論
も
な
さ
れ
な
い

驚
く
べ
き
無
責
任
さ
▼
こ
の
政

治
の
貧
困
な
状
況
に
つ
い
て
、選

挙
期
間
中
も
ほ
と
ん
ど
報
じ
ら

れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。格
差
と

貧
困
の
問
題
、
防
衛
問
題
な
ど
、

国
家
の
機
軸
に
関
わ
る
問
題
に

つ
い
て
も
同
様
。こ
の
国
の
政
治

の
貧
困
と
そ
れ
を
許
し
て
い
る

報
道
の
あ
り
方
に
強
い
危
機
感

を
抱
い
て
い
る
。�

（
瀧
口
道
）

桐
生
健
康
ま
つ
り
で
地
域
も
盛
り
上
が
る

桐
生
健
康
ま
つ
り
で
地
域
も
盛
り
上
が
る

健
康
ま
つ
り
の
名
称
復
活

　

桐
生
協
立
診
療
所
恒
例
の

「
健
康
ま
つ
り
」が
10
月
19
日

（
土
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
６
月
に
実
行
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
各
支
部
か
ら

の
出
店
、
出
演
者
の
選
定
な

ど
議
論
を
重
ね
準
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
こ
の
数
年
は

コ
ロ
ナ
禍
で
、
ま
つ
り
と
い

う
名
称
は
控
え
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
は
名
称
を
以
前
の

「
健
康
ま
つ
り
」に
戻
し
て
の

開
催
と
し
ま
し
た
。し
か
し
、

ま
だ
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
広
が

り
も
続
い
て
お
り
、
午
後
か

ら
の
開
催
と
し
ま
し
た
。
出

演
は
県
立
桐
生
清
桜
高
校
和

太
鼓
部
、
県
立
桐
生
高
校
吹

奏
楽
部
、
出
店
は
川
内
支
部

が
パ
ン
屋
さ
ん
、
相
生
支
部

は
コ
ー
ヒ
ー
販
売
、
中
央
支

部
は
リ
ン
ゴ
と
山
の
キ
ノ

コ
、
新
里
支
部
は
野
菜
と
コ

メ
の
販
売
で
し
た
。
ま
た
、

に
し
た
そ
う
で
す
が
、
買
え

な
か
っ
た
方
も
多
く
い
た
よ

う
で
す
。
来
年
は
３
０
０
本

に
し
て
欲
し
い
と
思
う
ば
か

り
で
す
。
地
場
産
野
菜
の
販

売
も
３
軒
の
農
家
さ
ん
が
軽

ト
ラ
に
積
み
こ
ん
で
最
後
に

は
完
売
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

新
米
が
５
キ
ロ
２
０
０
０
円

と
は
超
お
買
い
得
で
し
た
。

雨
に
も
負
け
ず
盛
況

　

当
日
は
新
里
支
部
の
今
泉

さ
ん
が
本
格
的
な
音
響
設
備

を
早
々
と
設
置
し
て
開
会
を

待
つ
ば
か
り
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
開
始
直
前
に
小
雨

が
降
り
だ
し
、
急
遽
テ
ン
ト

を
増
設
し
て
雨
よ
け
に
し
ま

し
た
。
雨
が
降
っ
た
ら
和
太

鼓
は
で
き
な
い
た
め
、
実
行

委
員
長
、
両
校
の
顧
問
の
先

生
、
司
会
者
、
組
合
員
活
動

課
の
職
員
で
打
ち
合
わ
せ
を

お
こ
な
い
、「
今
の
う
ち
に
進

め
ら
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
や
ろ

う
」、「
ち
ょ
っ
と
開
始
時
間

ま
で
に
は
時
間
が
あ
る
が
、

あ
い
さ
つ
も
飛
ば
し
て
始
め

て
も
ら
お
う
」
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
３
年
連

続
出
演
の
清
桜
高
校
和
太
鼓

部
の
力
の
こ
も
っ
た
演
奏
で

始
ま
り
、
続
い
て
桐
生
高
校

吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
。
テ
ィ
ン
パ

ニ
ー
な
ど
雨
に
濡
れ
て
は
困

る
も
の
は
テ
ン
ト
の
中
か
ら

演
奏
し
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
な

ど
管
楽
器
の
皆
さ
ん
は
そ
の

前
に
並
び
演
奏
し
ま
し
た
。

澄
ん
だ
楽
器
の
音
が
会
場
い

っ
ぱ
い
に
響
き
渡
り
ま
し

た
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
は
当
日
の

来
場
者
の
年
齢
層
を
考
慮
し

て
選
曲
を
し
て
く
だ
さ
り
、

　
生
協
強
化
月
間
中
、
桐
生
地
区
で
は
診
療
所
の
患
者
さ
ん
を
中
心
に
組
合
員
か
ら
出

資
の
協
力
を
求
め
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
地
域
で
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
診

療
所
を
始
め
、
医
療
生
協
が
地
域
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
10
月
に

開
催
し
た
健
康
ま
つ
り
を
紹
介
し
ま
す
。

理
事
　
　
丹
　
羽
　
政
　
文

演
歌
メ
ド
レ
ー
や
我
々
昭
和

生
ま
れ
に
も
馴
染
み
の
深
い

「
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
Ⅱ
」、「
明

日
が
あ
る
さ
」
な
ど
を
演
奏

し
て
く
れ
ま
し
た
。
和
太
鼓

部
の
皆
さ
ん
も
リ
ズ
ム
に
合

わ
せ
て
手
拍
子
と
踊
り
で
応

援
、
会
場
の
皆
さ
ん
も
大
き

な
手
拍
子
で
応
え
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
診
療

所
の
中
で
は
今
回
か
ら
無
料

に
な
っ
た
骨
密
度
測
定
を
職

員
の
皆
さ
ん
が
行
い
、
禁
煙

ポ
ス
タ
ー
の
展
示
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

来
年
も
ま
つ
り
の

開
催
に
期
待

　

和
太
鼓
の
響
き
で
雨
雲
も

散
ら
さ
れ
た
の
か
雨
も
止
ん

で
、
西
上
信
太
郎
所
長
の
開

会
あ
い
さ
つ
、
遠
藤
賢
二
事

務
長
と
坂
本
美
絵
師
長
か
ら

診
療
所
の
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。
来
場
者
の
皆
さ
ん
の
お

買
い
物
時
間
と
、
つ
ぎ
に
演

奏
を
行
う
和
太
鼓
部
の
皆
さ

ん
の
準
備
の
た
め
に
15
分
間

の
休
憩
と
な
り
ま
し
た
。
こ

皆
さ
ん
の
ば
ち
さ
ば
き
、
響

き
に
来
場
者
一
同
魅
了
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
両
校
の
演
奏

に
は
会
場
の
皆
さ
ん
か
ら
ア

ン
コ
ー
ル
の
拍
手
が
巻
き
起

こ
り
、
ま
さ
に
大
盛
況
、
大

成
功
で
し
た
。
健
康
ま
つ
り

で
得
ら
れ
た
新
た
な
つ
な
が

り
を
も
と
に
生
協
強
化
月
間

を
お
し
す
す
め
た
い
と
の
思

い
を
強
く
持
ち
ま
し
た
。

な
ん
と
い
っ

て
も
最
大
の

出
店
は
職
員

の
皆
さ
ん
に

よ
る
焼
き
ま

ん
じ
ゅ
う
の

販
売
で
し

た
。
初
め
て

の
こ
と
な
の

で
事
前
に
何

度
か
練
習
を

し
て
の
参
加

で
す
。
販
売

数
は
控
え
目

に
２
０
０
本

手づくり看板がひときわ映える川内支部手づくり看板がひときわ映える川内支部

西上所長あいさつ西上所長あいさつ

の
時
と
ば
か
り
に
出
店
ブ
ー

ス
か
ら
の
実
況
中
継
を
坂
本

師
長
が
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
に
は
近
隣
の
方
々

も
続
々
と
来
場
し
最
終
的
に

は
３
０
０
人
も
の
参
加
者
と

な
り
ま
し
た
。
和
太
鼓
部
の
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　今年の生協強化月間は、予定を１カ月延長し、12月末までとしました。この間、各地域で多彩な
取り組みが広がっています。中毛地区と太田地区の取り組みを紹介します。

中毛地区イベントで盛り上がり
健康チェックでアピール
　中毛地区は、まちかど健康相談会とイベントで大きな盛り上
がりを見せています。月間に入ってから11月21日（木）までの
約１か月半で、前橋市と玉村町の計10か所でまちかど健康チェ
ック、健康相談会を実施しています。老人福祉センターやスー
パーの店頭、他生協のイベントでの健康チェックでは、半日で
50人前後の方が参加される会もあり、多くの方に健康と向き合
う機会や相談の機会を提供できました。また、10月29日（火）
に大胡支部主催で実施したマルエドラッグでの健康チェック
では、骨密度測
定と管理栄養士
の参加を前面に
押し出し、来場
者の方が普段の
食生活の悩みや
健康の悩みをじ
っくり相談する
様子が見られま
した。

ボッチャ大会で地域交流
　11月９日（土）に前橋市立明桜中学校の体育館で開催した
ボッチャ大会は、80人の方が参加しました。当日は、組合員
だけでなく初めて医療生協に関わる地域の方々も一緒に、ボ
ッチャの試合を通して交流を深めました。今回の参加者の中
には、小さな子ども連れで参加される方や三世代で参加され
る家族も目立ち、11人の子どもの参加がありました。また、明
桜中学校の生徒もチームを組んで参加してくれたり、桐生地
区のボッチャ班や、前橋協立病院の医師・看護師チームも参
加し、とても多様性に富んだ楽しい大会となりました。中学
生チームと桐生チームの決勝戦では、一投ごとに会場から歓

声が上がり、多くの方に医療生協のイベントの魅力を伝える
ことができました。

歯科総出でオーラルフレイル予防
　協立歯科クリニックでは、患者さんへの加入・増資のお願い
をしています。独自で作成したチラシには、半澤正所長、萱間
暁彦医師、桑原里菜医師の写真を載せて患者さんへアピールし
ています。歯科は小さな事業所ということもあり、普段から患
者さんと職員の距離が近く、医師や歯科衛生士が直接、患者さ
んへ加入や増資のお願いをしています。また先日は「いい歯デ
ー（11月８日）」にちなんだ学習会を、院所利用委員会の組合
員さんたちと一緒に開催し、地域の皆さんに集まっていただき
ました（４面に詳細を掲載）。日常的な患者さん、組合員さん
とのつながり
を大切に、引
き続き生協強
化月間に取り
組んでいきま
す。

太田地区は組合員と職員で協力

　太田地区では、支部の組合員と事業所が協力して、診療所の外来フロアで出資へ
の協力を呼びかけています。12月の上旬まで定期的な実施を計画しています。実際
に多くの方の協力があり、大きな成果となっています。また、地域ではイベントを
複数開催し、地域の方が楽しく参加できる機会を設けています。WHO健康ウォー
キングを、10月30日（水）にぐんまこどもの国で開催し50人が参加しました。11月
18日（月）は、多々良沼で開催し大盛況となりました（５面に詳細掲載）。邑楽館
林地域では、大泉千代田支部の松尾初美さんが中心となり、呼吸筋ストレッチ講習
会を開催しています。10月３日（木）から３回シリーズで開催した講習会は、大泉
千代田支部と大泉町との共催で開催し、当日は28人の参加者がありました。11月７
日（木）に館林支部でも呼吸筋ストレッチ講習会を開催し16人が参加しました。医
療生協の健康づくり活動の魅力を広く伝えています。

生協強化月間　中毛と太田でも多彩な取り組み生協強化月間　中毛と太田でも多彩な取り組み
⑵く　ら　し　と　健　康2024.12.1 第704号 　く　ら　し　と　健　康



今までどおり保険証でも受診できます

　11月７日（木）に「だれでも憲法学習会（主催：社保平和まちづくり委員

会）」を開催しました。メイン会場を前橋協立病院生協会館とし、太田協立診

療所、桐生協立診療所をオンラインでつなぎ、65名が参加しました。講師は

桐生市生保「１日1000円」不適切支給訴訟の原告弁護団長として日々奮闘し

ておられる斎藤匠弁護士です。

　学習会の内容は「報道されている事件について憲法を基に考える」として、

①政治資金の裏金問題と企業・団体献金、②改憲を目指す政党の具体的な改

憲内容、③桐生市生活保護問題と生存権、④ウクライナ侵略・イスラエルの

ガザ侵攻などでした。

　斎藤弁護士は、「国家権力を縛るのが憲法、 国民を縛るものではない。そし

て国民はそれを監視する必要がある」と話されました。

　今「憲法が国家権力を縛る」ということが実感として理解できない、それ

は国民がちゃんと監視していないからでしょうか。政治に関わる人たちが自

分たちの利益のために政治を行っている印象を強く持っています。そして政

治に無関心の人が多いことが、この間の選挙の投票率をみてもわかります。そ

れは学校で主権者教育がなされてこなかったからではないでしょうか。北欧

などでは学校教育の中で主権者教育を行っていて、投票に行くことで自分た

ちが政治に参加していると実感できているのだと思います。

　憲法を学習してもっと身近なものとして感じ、憲法をくらしに活かしてい

くことで、私たちの生活を豊かなものにしていけるのではないかと思います。

 理事・社保平和まちづくり委員長　高橋喜代美

　現在使用している健康保険証は、令和６年12月２日（月）から最大で１年間は使用できます。

後期高齢者医療保険　　　　　　　　：令和７年７月31日（木）まで使えます。
健保組合、協会けんぽ、共済組合など：令和７年12月１日（月）まで使えます。
国民健康保険　　　　　　　　　　　：自治体により有効期限が異なります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　各自治体にご確認ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　※ 但し、令和６年12月２日（月）以降、転職や退職、転居などの理由で、保険者が変わった場合は、そ

の時点から健康保険証は発行されませんのでご注意ください。

　令和６年12月２日（月）から、医療機関を利用す

る際に使用している健康保険証の新規発行が終了

します。コマーシャルや様々なメディアで報道され

ていることで、焦りを感じている方も多いのではな

いでしょうか。ただ、健康保険証の新規発行が終了

１人１人の政治参加が生活を豊かにする
「だれでも憲法学習会」を開催

講師の斎藤匠弁護士講師の斎藤匠弁護士

前橋会場の様子前橋会場の様子

するだけで、現在使用している健康保険証が12月

２日（月）以降も使用できます。医療機関を利用す

る際には、これまで通りの健康保険証を受付に提示

することで、安心して医療を受けていただくことが

できます。
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②  

口
の
瞬
発
力
の
チ
ェ
ッ
ク

（
パ
タ
カ
検
査
）

「
パ
パ
パ
…
」
な
ど
「
パ
」「
タ
」

「
カ
」
の
音
を
５
秒
間
で
き
る

だ
け
連
続
で
発
音
し
、
１
秒
間

の
平
均
を
測
り
ま
す
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
方
は
、

専
用
の
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
て
測
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

高
齢
化
の
進
行
と

健
康
課
題

　

日
本
は
高
齢
化
が
進
ん
で

お
り
、
65
歳
以
上
の
人
口
は
３

６
２
５
万
人
で
総
人
口
に
占

め
る
割
合
が
29
・
３
％
を
し
め

ま
す
。
75
歳
以
上
で
も
２
０
７

６
万
人
で
16
・
8
％
で
す
。
２
・

６
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
で

あ
り
、
４
人
に
１
人
が
75
歳
以

上
と
い
う
状
態
で
す
。
現
在
の

平
均
寿
命
は
男
性
で
81
・
09

歳
、
女
性
で
87
・
14
歳
で
す
が
、

実
際
に
は
健
康
で
生
活
を
お

く
る
こ
と
が
で
き
る
健
康
寿

命
と
の
年
齢
の
乖
離
は
10
年

く
ら
い
あ
り
、
長
生
き
を
し
て

い
る
方
が
必
ず
し
も
健
康
で

あ
る
と
は
言
え
な
い
状
況
が

あ
り
ま
す
。

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル

４
つ
の
レ
ベ
ル

　

フ
レ
イ
ル
と
は
、
虚
弱
を
意

味
し
、
健
康
と
介
護
状
態
の
間

の
状
態
を
示
し
ま
す
。
オ
ー
ラ

ル
フ
レ
イ
ル
は
そ
の
中
で
、
口

腔
機
能
に
関
す
る
フ
レ
イ
ル

で
あ
り
、
食
べ
た
り
、
噛
ん
だ

り
す
る
機
能
が
崩
れ
つ
つ
あ

る
状
態
を
指
し
ま
す
。
オ
ー
ラ

ル
フ
レ
イ
ル
は
、
４
つ
の
レ
ベ

ル
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

第
１
レ
ベ
ル
は
、「
口
の
健

康
リ
テ
ラ
シ
ー
の
低
下
」
で

す
。
自
分
の
口
腔
機
能
の
管
理

に
つ
い
て
、
関
心
が
低
下
し
て

く
る
こ
と
が
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ

イ
ル
の
は
じ
ま
り
と
な
り
ま

す
。
次
に
、第
2
レ
ベ
ル
で
は
、

「
口
の
さ
さ
い
な
ト
ラ
ブ
ル
」

で
す
。
噛
め
な
い
食
品
が
増
え

て
き
た
り
、
食
べ
こ
ぼ
し
が
増

え
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
話
す

　

11
月
14
日
（
木
）
に
協
立
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
所
利
用
委
員
会
主
催
の
、
オ
ー
ラ
ル

フ
レ
イ
ル
予
防
講
習
会
を
生
協
会
館
４
階
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
は
萱
間
暁

彦
副
所
長
が
担
当
し
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
予
防
と
オ
ー
ラ
ル
フ

レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
体
験
を
行
い
、
24
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

際
の
活
舌
が
低
下
す
る
特
徴

も
あ
り
ま
す
。
第
３
段
階
は
、

「
口
の
機
能
低
下
」
で
す
。
噛

む
筋
力
の
低
下
と
し
て
、
ス
ル

メ
の
よ
う
な
硬
い
も
の
を
噛

む
こ
と
が
大
変
と
な
っ
た
り
、

全
般
的
な
食
事
の
食
べ
に
く

さ
が
現
れ
て
き
ま
す
。
口
の
乾

燥
も
感
じ
て
き
ま
す
。
最
後

に
、
第
４
レ
ベ
ル
は
、「
食
べ

る
機
能
の
障
害
」
と
し
て
、
噛

め
な
い
、
食
べ
ら
れ
な
い
、
飲

み
込
め
な
い
な
ど
著
し
い
障

害
が
現
れ
て
き
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
４
つ
の
レ
ベ
ル
を
経
て
、

要
介
護
状
態
へ
と
移
行
し
て

い
き
ま
す
。

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル

の
チ
ェ
ッ
ク

　

今
回
の
講
習
会
で
は
、
お
口

の
乾
燥
度
と
瞬
発
力
の
チ
ェ

ッ
ク
（
パ
タ
カ
検
査
）
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

① 

口
の
乾
燥
度
チ
ェ
ッ
ク

　

口
の
乾
燥
度
の
測
定
は
舌

の
先
端
に
機
材
を
あ
て
て
お

こ
な
い
ま
す
。

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル

の
予
防

今
回
の
講
習
会
で
は
以
下
の

３
つ
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

① 

風
船
ふ
く
ら
ま
し

　

風
船
を
手
で
持
た
な
い
で
、

唇
の
力
だ
け
で
ふ
く
ら
ま
せ

ま
す
。
風
船
を
く
わ
え
る
口
の

力
と
息
を
送
り
込
む
力
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

② 

吹
き
戻
し

　

吹
き
戻
し
を
く
わ
え
て
吹

き
、
一
番
伸
び
た
と
こ
ろ
で
５

秒
間
保
持
し
ま
す
。
吹
き
戻
し

を
手
で
持
っ
て
で
き
た
ら
、
吹

き
戻
し
を
手
で
押
さ
え
ず
唇

の
く
わ
え
る
力
だ
け
で
吹
い

て
み
ま
し
ょ
う
。

③ 

リ
ッ
プ
ル
ボ
タ
ン

　

２
㎝
程
度
の
ボ
タ
ン
に
糸

を
通
し
、
唇
と
歯
の
間
に
挟
み

ま
す
。
糸
を
引
っ
張
り
、
ボ
タ

ン
が
口
か
ら
飛
び
出
さ
な
い

よ
う
に
保
持
を
し
ま
す
。

　

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
予
防

は
、
皆
さ
ん
も
普
段
か
ら
取
り

組
み
や
す
い
も
の
ば
か
り
で

す
。
要
介
護
状
態
に
な
る
前
の

フ
レ
イ
ル
の
状
態
か
ら
予
防

を
お
こ
な
い
ま
せ
ん
か
。
何
か

不
安
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
是
非

歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

協
立
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
７-

２
６
５-

６
６
０
１

特集

健
康
長
寿
の
た
め
の

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
予
防

萱間　暁彦

協立歯科クリニック
副所長

　

① 

②
の
検
査
は
「
口
腔

機
能
低
下
症
」
を
調
べ
る

と
き
に
お
こ
な
う
７
項
目

の
う
ち
の
２
つ
で
す
。

　

他
に
は
、
舌
の
力
を
測

る
も
の
や
、し
っ
か
り
咀
嚼

で
き
て
い
る
か
を
調
べ
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
、
お
口
の
機
能

に
不
安
の
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
協
立
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。
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地域活動地域活動アアララカカルルトト 錦秋の里山に100人が集う錦秋の里山に100人が集う
桐生地区

　11月10日（日）に桐生北支部主催で「第３回錦秋の里山コ
ンサート」を桐生市梅田のふるさとセンターで開催しました。
地元のグループ“ブリランテ”のハーモニカ演奏からはじまり、
ぴったり息の合った太極拳はシルバー健康太極拳倶楽部のみ
なさん。続いて笠懸支部須田さんによる三線の演奏では会場の
みなさんがカチャーシーを踊り盛り上がりました。大泉千代田
支部の松尾初美さんが健康チャレンジにつながるよう、呼吸筋
ストレッチを皆さんと一緒に行い、会場の傍らでは職員が健康
チェック。最後は、川内支部のうたごえ班で会場が一体となり
みんなで歌いました。梅田の木々が黄色や赤色に色づき初め、
錦秋の里山に約100人が集いました。医療生協らしい健康と音
楽と自然を満喫したコンサートとなりました。

個性溢れるクリスマスリース個性溢れるクリスマスリース
六供支部

　11月15日（金）六供町公民館にて「クリスマスリースづく
り」を開催しました。昨年、一昨年と「お正月飾りづくり」の
講習会を行い大変好評でしたが、今年はクリスマスリースを作
りたいとの要望がありました。講師の先生が用意した様々な種
類の木の実やドライフラワーなどの材料から、自分の好きな飾
りを選んで作成しました。11人の方が参加し、それぞれ自分ら
しさを出しながら夢中
で作っていました。木
の実を中心にシンプル
なリースを作る人もい
れば、花や飾りをアレ
ンジし豪華に作る人も
いて、１人１人個性溢
れる作品が完成しまし
た。作成後は皆さんで
作品を見せ合い、楽し
く笑いが溢れるひと時
となりました。
運営委員　塚本まさ枝

紅葉も楽しめた紅葉も楽しめた
健康ウォーキング健康ウォーキング

館林支部
　11月18日（月）10時から、「WHO健康ウォーキ
ングin多々良沼」が開催され、39人が参加しました。
今回も邑楽館林支部とありがと学舎（フリースクー
ル）の共催で行われました。群馬大学名誉教授の山西
哲郎先生の指導による準備体操、正しいウォーキング
の仕方などの講習がありました。多々良沼一周コース
（約5.6km）と山西先生とのんびりウォーキングをす
るグループのふたつにわかれて出発しました。約一時
間のウォーキングのあと、お弁当を食べながら多々良
沼周辺の自然を楽しみました。

太巻き寿司作りで太巻き寿司作りで
楽しく交流楽しく交流

富士見支部
　立冬が、すぐそこまで来ている10月30日（水）は
25℃という、温かい日差しに恵まれました。この日、
新婦人富士見支部と合同で太巻き寿司作りをしまし
た。
　お寿司の芯は七種類（ゴボウ、人参、かんぴょう、
椎茸、キュウリ、竹輪、胡麻味噌）でほとんどは会員
さんが、ご自宅で調理をしてきてくれた食材でした。
参加者は12名、４班にわかれ楽しい雑談のなか29本
の太巻き寿司を作りました。� 運営委員　斉藤恵理子
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ド
」
と
明
記
。
住
所
、
氏
名
（
匿

名
を
希
望
の
方
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

を
必
ず
お
書
き
下
さ
い
。

　
御
意
見
・
投
稿
等
も
お
寄
せ
下

さ
い
。

《
し
め
き
り
》

　
二
〇
二
四
年
十
二
月
二
十
七
日

当
日
消
印
ま
で
有
効

《
送
り
先
》

　
〒
三
七
一
︱
〇
八
一
一
前
橋
市

朝
倉
町
八
三
〇
の
一
。
群
馬
中
央

医
療
生
協
く
ら
し
と
健
康
係

《
賞
品
》

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
五
名

に
図
書
カ
ー
ド
五
〇
〇
円
分
を
進
呈

《
応
募
方
法
》

　
解
答
　
官
製
・
私
製
は
が
き
を

使
用
。「
第
304
回
ク
ロ
ス
漢
字
ワ
ー

《
第
303
回
の
答
え
》

オ
リ
オ
ン
ザ（
オ
リ
オ
ン
座
）

《
解
き
方
》

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
◯
文
字
を
う
ま

く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

︱ 

タ
テ
の
カ
ギ 

︱

１　

氷
。
…
…
ク
リ
ー
ム

２　

雪
。
…
…
ボ
ー
ド

３　

車
。
…
…
フ
ェ
リ
ー

４　

児
童
文
学「
…
…
の
少
女
ハ
イ
ジ
」

５　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
旧
国
名

８　

取
り
越
し
苦
労
。
余
計
な
心
配

10　

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
首
都

12　
「
♪
…
…
用
心
、
火
の
用
心
」

13　
「
ア
ナ
と
雪
の
…
…
」

15　

パ
リ
五
輪
で
は
除
外

16　

対
義
語
は「
か
も
い
」。
…
…
が
高

く
て
行
き
に
く
い
家

18　

生
ま
れ
た
土
地
。
ふ
る
…
…

19　

海
が
荒
れ
る
こ
と

︱ 

ヨ
コ
の
カ
ギ 

︱

１　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
最
北
端
に
あ

る
州
。
氷
河
や
オ
ー
ロ
ラ
で
有
名
で

す
４　
「
欠
伸
」
っ
て
読
め
ま
す
か
？

６　

被
団
協
に
…
…
平
和
賞

７　

ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
一
つ

９　

歌
劇
の
主
役
を
つ
と
め
る
女
性
、

…
…
ド
ン
ナ
の
略

11　

年
末
の
大
掃
除
に
は
…
…
払
い
も

お
忘
れ
な
く

12　

昼
が
最
も
短
い
日

14　

小
さ
な
火
災

16　

心
の
持
ち
方
。
…
…
一
転

17　

雑
誌
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
で
有
名
な

明
治
時
代
の
俳
人
・
歌
人

20　

所
属
政
党
か
ら
離
脱

21　

…
…
と
な
る
も
牛
後
と
な
る
な
か

れ

304
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高
た
ん
ぱ
く
で
低
脂
肪
。
鍋

を
囲
む
と
、
皆
食
べ
る
こ
と
に

夢
中
に
な
り
無
口
に
な
っ
て
し

ま
う
カ
ニ
料
理
。
身
が
ぎ
っ
し

り
詰
ま
っ
た
硬
ガ
ニ
は
11
月
か

ら
２
月
に
か
け
て
の
寒
い
時
期

が
旬
だ
と
い
い
ま
す
。「
カ
ニ

の
王
様
」と
も
言
わ
れ
ま
す
が
、

実
は
ヤ
ド
カ
リ
の
仲
間
。
日
本

産
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
で
獲
れ
た

も
の
で
す
。
こ
の
名
称
の
由
来

は
？

〈
答
え
〉

　「
タ
ラ
バ
」
を
漢
字
で
書
く

と
「
鱈
場
」。
深
海
に
生
息
す

る
鱈
（
た
ら
）
と
猟
場
が
同
じ

《解き方》イラストをヒントにして、二重ワクの５文字をうまく並

べてできる言葉は？　　　　　　　

                                                                                        　　（作・モロズミ勝）

で
、
網
に
一
緒
に
か
か
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
名
称
が
つ
い
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
戦
前
の
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
、
小
林
多
喜

二
の
小
説
に
登
場
す
る
「
蟹
工

船
」
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
で
タ

ラ
バ
ガ
ニ
を
獲
り
、
そ
の
場
で

缶
詰
に
加
工
す
る
船
で
し
た
。

　
　
ヨ
コ
の
カ
ギ 

１
　
奈
良
公
園
の
ア
イ
ド
ル
？

３
　
英
語
で
は
プ
レ
ゼ
ン
ト

７
　
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
や
ル
ー
ブ
ル
美

　
　
術
館
と
並
ぶ
パ
リ
の
名
所

９
　
囲
碁
を
打
つ
と
き
に
使
い
ま
す

11
　
…
…
名
古
屋
は
城
で
も
つ

13
　「
無
罪
」
を
色
で
例
え
る
と
？

14
　
内
野
手
と
外
野
手
の
総
称

15
　
欧
米
で
製
作
さ
れ
日
本
に
輸
入

　
　
さ
れ
た
映
画

17
　
海
水
に
含
ま
れ
て
い
ま
す

19
　
…
…
学
。
…
…
種
。
…
…
収
入

20
　
…
…
読
み
の
…
…
知
ら
ず

22
　
ふ
る
さ
と
の
こ
と
で
す

23
　
門
歯
と
も
言
い
ま
す

　
　
タ
テ
の
カ
ギ

１
　「
暗
夜
行
路
」
な
ど
の
小
説
を

　
　
書
い
た
作
家

２
　
サ
ザ
エ
も
ホ
タ
テ
も
タ
ニ
シ
も

３
　
…
…
を
仇
（
あ
だ
）
で
返
す
人

　
　
も
い
ま
す

４
　
芥
川
龍
之
介
作
「
…
…
の
糸
」

５
　「
ア
ダ
ム
の
…
…
」
と
は
ノ
ド

　
　
ボ
ト
ケ
の
こ
と
で
す

６
　
紙
を
貼
る
時
に
の
り
を
つ
け
る

　
　
た
め
に
残
し
て
あ
る
部
分

８
　
季
語
の
な
い
風
刺
的
な
十
七
文

　
　
字
の
短
詩

10
　
た
た
い
て
渡
る
人
も
い
ま
す

12
　
フ
ォ
ー
ク
は
洋
食
器
、
箸
は
？

16
　
絵
画
な
ど
を
飾
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー

18
　
枯
れ
て
地
に
落
ち
た
木
の
葉

19
　
い
ろ
い
ろ
な
小
魚

21
　
ア
リ
バ
バ
の
呪
文
、
開
け
…
… 

　 　　　　　　   答え　「オリオンザ（オリオン座）」

タ
ラ
バ
ガ
ニ

クロス漢字ワード当選者（①応募総数②正解者数③当選者）／ 302回①35通②35通③5名　石原茂男（前橋市）　梅澤春光（太田市）　トマトちゃん（前橋市）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中しおり（太田市）　両角綏子（前橋市）

（
敬
称
略
）

子
ど
も
達
と
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
参
加

し
ま
し
た
‼
初
め
て
で
し
た
が
、

分
か
り
や
す
い
ル
ー
ル
説
明
に
、

練
習
場
所
も
設
け
て
あ
っ
て
、
と

て
も
助
か
り
ま
し
た
。
結
果
は
負

け
て
ば
か
り
で
し
た
が
、
チ
ー
ム

関
係
な
く
「
す
ご
ー
い
、
う
ま
い

‼
」
と
言
い
合
っ
て
、
と
っ
て
も

た
の
し
か
っ
た
で
す
‼

�

（
前
橋
市　

ば
ぁ
ば
の
娘
）

小
林
助
産
師
か
ら
性
教
育
か
ら

「
命
の
大
切
さ
」
の
お
話
が
さ
れ
た

と
思
い
ま
す
が
昔
は
、な
か
な
か
タ

ブ
ー
な
事
で
し
た
が
、今
は
少
し
づ

つ
オ
ー
プ
ン
に
成
っ
て
来
ま
し
た
。

大
変
大
事
な
の
で
と
て
も
良
い
事

で
す
。�（
太
田
市　

春
山
祐
一
郎
）

「
み
ん
な
の
声
」は
必
ず
読
み
ま
す
。

様
々
な
生
活
ぶ
り
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
は
げ
ま
さ
れ
ま
す
。ひ
と
と

お
り
紙
面
に
目
を
通
し
た
後
は

「
ク
ロ
ス
漢
字
ワ
ー
ド
」
に
挑
戦
し

ま
す
。
今
日
は
立
冬
、
そ
し
て
木

枯
ら
し
が
吹
い
て
い
ま
す
。体
調
に

気
を
つ
け
て
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

�

（
前
橋
市　

加
藤
智
恵
子
）

今
年
は
春
か
ら
腰
痛
に
悩
ま
さ

れ
、
娘
も
甲
状
腺
の
病
気
に
な
り

今
も
心
配
は
続
い
て
い
ま
す
が
、

生
活
で
き
て
い
る
事
に
感
謝
し
て

来
年
こ
そ
は
「
健
康
第
一
に
」
を

一
番
に
か
か
げ
て
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
く
ら
し
と
健
康
の
ス

タ
ッ
フ
の
皆
様
、
い
つ
も
楽
し
み

に
読
ま
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。�

（
前
橋
市　

の
ん
ば
ぁ
）

今
年
も
ま
た
年
賀
状
を
書
く
季
節

が
や
っ
て
参
り
ま
し
た
。
も
う
止

め
よ
う
か
迷
う
の
で
す
が
何
と
か

書
け
る
内
は
手
書
き
で
出
そ
う
と

思
い
ま
す
。�

（
前
橋
市　

Ｍ
子
）

今
回
11
月
開
催
の
ボ
ッ
チ
ャ
大
会

に
孫
と
娘
と
参
加
し
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
２
回
負
け
３
回
目
に
は

大
量
得
点
で
勝
ち
ま
し
た
。
孫
と

娘
は
初
め
て
で
練
習
し
て
、
ど
ん

な
感
じ
か
が
だ
ん
だ
ん
わ
か
っ
て

き
て
、楽
し
か
っ
た
よ
う
で
ま
た
、

参
加
し
た
い
と
話
し
な
が
ら
帰
り

ま
し
た
。
３
回
目
は
娘
は
参
加
で

き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、孫
が“
マ

マ
い
な
く
て
も
勝
っ
た
ね
”
と
。

子
ど
も
た
ち
の
成
長
は
早
い
で

す
。�

（
前
橋
市　

ば
ぁ
ば
）

全
国
的
に
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
今
年

は
、
カ
メ
ム
シ
の
大
発
生
が
問
題

に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
間
13
日
の

日
曜
日
、
朝
早
く
起
き
て
私
も
消

毒
し
た
と
こ
ろ
、
道
路
の
方
を
掃

除
し
て
い
た
ら
16
匹
も
死
ん
で
お

り
、
自
分
の
庭
も
掃
除
し
て
み
た

ら
、
60
匹
も
大
量
に
死
ん
で
い
た

の
で
、
お
ど
ろ
い
た
の
と
同
時
に

皆
様
も
朝
早
く
お
き
て
、
掃
除
し

て
み
て
は
と
思
い
ま
す
。
来
年
も

大
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
！

�

（
前
橋
市　

石
原
茂
男
）

３
０
０
回
当
選
し
ま
し
た
。
嬉
し
か

っ
た
で
す
。
衆
院
選
挙
ど
の
党
が
国

民
の
為
か
考
え
投
票
し
よ
う
と
思

い
ま
す
。�（
み
ど
り
市　

椚
瀬
勝
明
）

老
々
夫
婦
で
く
ら
し
と
健
康
の
配

布
は
歩
い
て
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
の
暑
さ
で
も
草
花
が
沢
山
咲
き

ま
し
た
。
花
を
見
て
い
る
と
元
気

が
出
ま
す
。
そ
の
写
真
を
撮
っ
て

は
友
人
達
に
送
信
し
て
よ
ろ
こ
ん

で
も
ら
え
て
い
て
、
又
送
信
が
楽

し
み
で
す
。

�

（
前
橋
市　

シ
ー
チ
ャ
ン
）

第
175
回
あ
ず
ま
支
部
俳
句
会
　
2024
・
11

外と

っ
国く
に
の
選
挙
と
来
た
る
寒
さ
か
な�

星
子

街
路
樹
の
銀
杏
拾
い
お
す
そ
分
け�

淨

あ
ざ
や
か
に
心
和
ま
す
照
紅
葉�

丑
男

故
郷
よ
り
新
米
届
く
朝
の
戸
に�

麗
子

投
稿山

々
の
木
々
の
紅
葉
名
残
り
お
し
む

伊
藤
ミ
ツ

お
で
ん
鍋
味
噌
田
楽
の
木
の
芽
添
え

金
子
純
代

【
俳
句
】

四
季
消
え
る
夏
の
次
は
す
ぐ
冬
だ

石
田
俊
彦

中
継
の
ス
ポ
ー
ツ
終
り
妻
ニ
ヤ
リ

松
井
賢
一

被
団
協
平
和
賞
だ
お
め
で
と
う

中
島
喜
太
郎

【
川
柳
】

ボ
ケ
防
止
に
と
脳
ト
レ
を
し
て
い

ま
す
が
、
時
々
懸
賞
応
募
も
楽
し

み
の
一
つ
で
す
。今
回
の
郵
便
切
手

の
値
上
げ
は
、
そ
ん
な
私
に
と
っ

て
少
々
痛
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。�（
前
橋
市　

ト
マ
ト
ち
ゃ
ん
）

「
戦
争
は
最
大
の
環
境
破
壊
」と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
貴
重
な
自
然
を

回
復
不
能
に
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

「
人
の
命
は
地
球
よ
り
重
い
」こ
と

を
否
定
し
ま
す
。
せ
っ
か
く
築
き

上
げ
た
文
明
文
化
を
破
壊
す
る
戦

争
を
す
ぐ
に
や
め
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。�

（
大
泉
町　

ア
ト
ム
）

秋
も
か
け
足
、
野
菜
が
高
く
て
サ

ラ
ダ
が
ぁ
～
。
レ
タ
ス
が
大
好
き

な
う
さ
ぎ
年
の
長
女
で
す
が
「
昔
、

町
の
な
か
に
『
オ
リ
オ
ン
座
』
て
い

う
映
画
館
が
あ
っ
た
の
よ
ー
」
と

話
し
な
が
ら
、
ジ
ィ
ジ
、
バ
ァ
バ
と

映
画
「
八
犬
伝
」
に
い
っ
て
き
ま
し

た
。�

（
前
橋
市　

ナ
ッ
チ
ャ
ン
）

今
月
も
ク
ロ
ス
漢
字
・
ワ
ー
ド
に

応
募
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

「
く
ら
し
と
健
康
委
員
会
」
及
び
、

毎
号
自
宅
に
配
達
し
て
頂
く
全
ス

ッ
タ
フ
の
方
々
に
対
し
、
改
め
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
何
分
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。�

（
前
橋
市　

い
が
り
ん
）

こ
の
と
こ
ろ
夜
に
な
る
と
、薄
雲
が

か
か
っ
て
し
ま
い
夜
空
の
星
が
見

ら
れ
な
い
日
が
多
く
、や
っ
と
一
週

間
前
に
き
れ
い
に
オ
リ
オ
ン
座
が

見
ら
れ
て
冬
の
季
節
に
入
っ
た
こ

と
を
感
じ
ま
し
た
。
美
し
い
星
座

で
す
。�（
み
ど
り
市　

岩
下
玲
子
）

最
近
、
朝
の
３
時
頃
、
夜
空
を
見

上
げ
る
と
星
空
が
と
て
も
美
し

く
、
や
は
り
空
気
が
乾
燥
し
、
風

が
吹
い
て
雲
が
流
れ
て
冬
空
が
近

く
な
っ
て
来
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

（
太
田
市　

太
田
の
ヨ
ー
コ
チ
ャ
ン
）

お
茶
の
み
保
健
室
俳
句
会
　
2024
・
11

猫
五
ひ
き
駐
車
場
に
は
ハ
ギ
の
花�

あ
こ
ち
ゃ
ん

新
米
の
塩
お
に
ぎ
り
旨
さ
か
な�

�

Ｙ
ち
ゃ
ん

秋
日
和
観
音
と
同
じ
年
齢�

和
ち
ゃ
ん

新
そ
ば
を
食
し
た
の
し
む
目
と
味
と�

ゆ
う
ち
ゃ
ん

柿
た
わ
わ
当
り
年
だ
ね
散
歩
道�

ミ
ネ

走
り
蕎
麦
風
味
の
ど
越
し
風
渡�

章

や
っ
と
秋
従
弟
の
見
舞
に
病
院
へ�

Ｍ
ち
ゃ
ん
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第７回　生活応援プロジェクト　協立年末フェア

理
事
会
だ
よ
り

●
10
月
26
日
（
土
）
定
数
27
名
中
22

名
の
出
席
で
第
５
回
理
事
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

主
な
議
題

①��

会
務
報
告

②�

専
門
委
員
会
報
告

③��

第
７
次
五
か
年
計
画
策
定
に
向

け
た
議
論
推
進
に
関
す
る
件

④��

生
協
強
化
月
間
前
半
の
取
り
組

み
に
関
す
る
件

⑤��

新
た
な
組
合
員
参
画
を
広
げ
る

た
め
の
班
の
あ
り
方
に
関
す
る

件
⑥��

前
橋
協
立
病
院
電
話
交
換
機
更

新
に
関
す
る
件

⑦��

長
期
資
金
貸
借
契
約
に
関
す
る

件

　

以
上
、
報
告
・
協
議
の
上
、
提
案

ど
お
り
承
認
し
ま
し
た
。

群馬中央医療生協はいま（2024年10月末）
組　合　員 35，222人

　前橋・伊勢崎地域　組合員： 26，290人
　太田・館 林 地 域　組合員：　5，815人
　桐生・みどり地域　組合員：　2，980人

　その他の地域　組合員：　　137人
出　資　金 9億6,565万2,900円
一人平均出資金 27，416円

＜集めているもの＞
常温保存可能なもので、賞味期限２か月以上残っ
ているもの

（お米、缶詰、レトルト食品、インスタント食品、
乾麺など）

食料支援物資提供に協力ください

－お問い合わせ－　生協本部 組合員活動課　TEL：027－265－3531

2024年度 自治体健診

 太田市 
太田協立診療所

特定健診・ヘルスチェック
大腸がん・前立腺がん・肝炎ウイルス検診

５月１日～ 12月20日
随時受付中！

【ご予約・お問い合わせ】　TEL 0276-45-4911

 前橋市 
前橋協立病院

特定健診・大腸・胸部・胃・乳腺・子宮
前立腺がん・骨粗鬆症・肝炎ウイルス検診

2025年２月28日まで実施
予約受付中！

【ご予約・お問い合わせ】
前橋協立病院健診室（平日：9：30 ～ 16：30）

TEL 027-265-3511（代表）

前橋協立診療所
予約受付中！

早めのご予約がオススメです!!
【ご予約・お問い合わせ】　TEL 027-231-6060

 桐生市 
桐生協立診療所

わたらせみどり健診
６月１日～ 12月28日

【ご予約・お問い合わせ】　TEL 0277-53-3911

職員募集のご案内
　病院・診療所・歯科への通院治療、時には入院、だけでなく、訪
問診療や、介護が必要になればケアプラン作成から、通所・訪問・
入所などの在宅生活を支える事業を展開し、健康づくりやコミュニ
ティづくり、助け合い活動、困窮者支援など“地域の困った“を地
域の皆さんと考え、あかるいまちづくり運動をすすめる医療生協が
今！求められています。職員になって一緒に働きましょう。職員の
ご紹介もお待ちしています。

【募集職種】
◎既卒者
　看護師　薬剤師　臨床検査技師　介護支援専門員　介護福祉士　事務
◎2025年新卒
　看護師　介護福祉士　社会福祉士
【処遇】
■給　　　与：規定による職種号俸　※外部経験加算制度あり
　　　　　　　職種手当、処遇改善手当、通勤手当　等
■社会保険等： 社会保険完備（健康保険、厚生年金保険、雇用保険、

労災保険）
　　　　　　　退職金制度（勤続２年以上）、企業年金基金制度
■子育て支援：群馬県いきいきＧカンパニー認証制度
　　　　　　　 育児・介護休業規程（法律を上回る制度を用意して

います。）
　　　　　　　保育園併設
■各種休暇制度： 特別休暇（業務免除日(月平均1.5日)、夏季休暇、慶

弔休暇など）年末年始休暇　など
■職員共済会： 職員共済会に加入することで、医療費補助、休業見

舞金、退職者慰労会慰労金など、様々な特典があり
ます。

■そ　の　他：慶弔見舞金制度、勤続表彰制度　など

お問い合わせ先／生協本部総務部総務課　採用担当：堀口
　　　　　　　　電話027-265-3531　メールjinji@kyouritsu.org

12月22日（日）午前10時～午後１時
前橋協立病院敷地内　生協会館（住所：前場市朝倉町830-1）

　●血圧測定なんでも相談　●食料品・日用品の配布
　●食事提供　　　　　　　●子どもコーナー

※物資の配布量は、ひとりごとに決まっています。ご了承ください。

医療生協の事業所で一緒に働きませんか
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協立歯科クリニック前橋市朝倉町830-1� ☎027-265-6601
月 火 水 木 金 土 あ

く
ま
で
も
、
基
本
体
制
の
た
め
、
診
療
月
に
よ
っ
て
は
、

祝
祭
日
、
休
日
の
取
得
等
に
よ
る
変
動
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

午前
8:40～
12:00

半澤 半澤
（偶数月第3休診） 半澤 半澤 半澤

（第2～5）
半澤

(第1/3/4/5）

萱間 萱間
(偶数月第３） 萱間 萱間 萱間

(第1）
萱間

(第2/4/5）
桑原 桑原 桑原 桑原 桑原 桑原

午後
火・金		12:30～ 16:30
月・水		13:30～ 16:30
  木  		15:00～16:30

半澤
(奇数月第4）

＊歯科医の研修等で変更に
なることがあります。担当
制を希望される方は、お手
数ですが事前にお問い合わ
せ下さい。
＊待ち時間をなくすため
に、予約制になっておりま
す。お電話で予約できます。
＊診療時間中の急患は随時
受け付けておりますので、
ご連絡ください。
＊訪問診療をご希望の方
は、お問い合わせ下さい。

萱間
桑原

萱間
桑原

萱間
桑原

萱間
桑原

萱間（奇数月第4休診）
桑原

夜間
17:30～20:00
（もしくは17:00～20:00）

萱間
（第2,4,5
17:30まで）

半澤
(第1）
萱間

(第2～5）

太田協立診療所太田市石原町927� ☎0276-45-4911
受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
8:30～
12:00

加藤
江田

（第１/３/５）
朱（予約）
（第２/４）

加藤
遠藤

加藤
遠藤

遠藤
服部

加藤
遠藤

第１週　遠藤　吉岡
第３週
加藤　堀口　遠藤
第４週　加藤　吉岡
第５週　遠藤　吉岡

午後
14:00～
17:00

小泉 遠藤
（15：00～） 江田 伊藤

遠藤
加藤

（15：00～）

夜間
17:00～ 加藤

訪問診療 加藤 遠藤 加藤 遠藤

内視鏡 櫻井 野田 小澤
※�糖尿病の方、健診・予防接種などの検査や経過観察のある方は、なるべくお早めに受付をお願い致します。
※�新型コロナウイルスワクチン接種のため、午後の診療時間が一部変更となる場合があります。

前橋協立病院前橋市朝倉町828-1　　☎�027-265ｰ3511（代）
月 火 水 木 金 土

内
科
／
総
合
診
療

午
前

初診 小　林修
菊　島 小　林修 小　野 弘　中 小　林修（第１/３/５週）

保　田（第２/４週） 大　宮

予約外来

瀧　口道
総合診療：保　田

総合診療：瀧　口由（第１/３週）
内科/心療内科：鈴　木（第１/２/３/５週）
糖尿病：深　津
塵　肺：小　林
（第４週）

瀧　口道（第２/４週）
工　藤瑞

内科/心療内科：鈴　木
糖尿病：深　津
循環器：須　賀
呼吸器：櫻　井
（第１/３/５週）

瀧　口道
総合診療：宮　澤
高　柳（第２/４週）

内科/心療内科：鈴　木
糖尿病運動療法：深　津

（第１/３週）

西　上（第４休診）
総合診療：小　林修
総合診療：瀧　口由
糖尿病・甲状腺：松　本

瀧　口道
総合診療：瀧　口由
西　上（第２/４週）

内科/心療内科：鈴　木
糖尿病：深　津

瀧　口道
西上（第４週）

内科/心療内科：鈴　木（第１/４/５週）
呼吸器：砂長（第３週）
糖尿病・甲状腺：渋沢（第４/５週）
循環器：森（第１/３週）
神経・リハビリ：大竹（第３週）

午
後

初診 保　田（第１/３週）
瀧　口由（第２/４週） 工藤瑞 大　宮 弘　中 橋　爪洋

＊夜間は予約患者さん専用外来となります。
＊急患の方はいつでもご相談下さい。予約外来 田ヶ原

松尾/石尾

野　本
内科/心療内科：鈴　木
糖尿病：深　津

糖尿病・甲状腺：新　井

野　本
三　浦章
菊　島

肝臓：高　柳

循環器：金　古
糖尿病・甲状腺：綿　貫

田ヶ原
橋　爪洋

心療内科：鈴　木
循環器：小保方（第１/３/５週）
糖尿病・甲状腺：登　丸
嚥下外来：矢　島賢
（第１/３/５週）

夜間 予約外来 内科/心療内科：鈴　木 三　浦章

小児科

午前 一般
矢　島
齋　藤
佐　藤

矢　島 齋　藤 矢　島
齋　藤

矢　島
齋　藤

齋　藤
佐　藤

午後
予
約
外
来

専門
神経発達：齋　藤
（第２/４週）

精神衛生相談：角　田

アレルギー：矢　島
（第３週休診）

アトピー教室：矢島
（第３週のみ）

神経発達：齋　藤

アレルギー：矢　島
（第１週休診）

精神衛生相談：角田

予防 予防接種：齋　藤
（第４週は午後３時迄）

予防接種：齋　藤
（第３週休診）

乳児健診
齋　藤（第２/４週）

夜間
一般 矢　島 齋　藤 （休診） 齋　藤 （休診）

専門 神経発達：齋　藤 喘息（予約制）第２休診：矢　島 喘息（予約制）第３休診：矢　島
神　経（第３休診）：齋　藤

産婦人科
産科

午前
婦人科 北　原

（10：00～）
北　原

（９：45～）予約のみ
北　原
予約のみ

北　原
（第２/４週　10：00～）
（第１/３/５週　９：00～）

北　原（第１/３週）
西　出（第４週）産科

午後 婦人科 北　原 北　原 休　診　（手術） 北原（14:30～）（第２/４週休診） 北　原
夜間 北　原（17:00～18:30）

外科 午前 休　診 飯　島哲 飯　島哲 飯　島哲 大　島 休　診
午後 乳腺：長　岡（予約制）

整形外科 午前 岩　森 岩　森 岩　森 岩　森 岩　森 岩　森（第１/３週）
午後 岩　森 岩　森 （岩森）※手術の場合は休診 岩森	（第３週休診） 岩　森

脳神経外科 午前 朝　倉 朝　倉
骨 午前 茂　木	（８：30～10：00）

眼科 午前 山　田 森 森 山　田 山　田 休　診
午後 手　術 森

皮膚科 午前 工　藤隆

内視鏡 午前 胃 岡　村 柿　崎 高草木 植　原 坂　本 交替制
午後 腸 岡　野 山　𥔎

健　診
午前 塩　島 伊　藤 塩　島 瀧　口道 深　澤
午前 乳腺・甲状腺 飯　島 飯　島 飯　島 大　島
午前 婦人科 根　岸 飯　島 根　岸 根　岸／北　原 北　原

小児科受付時間 午前8:00~11:30
夕方16:45~18:30（月・火・木）＊水・金の夜間外来（一般）は休診となります。 その他の科の受付時間

午前8:00~11:30 救急患者さんにおかれましては、この限りではございません。
電話にてお問い合わせ下さい。午後14:00~16:00

2024年12月１日現在の診療体制
第２土曜日・日曜日・国民の休日は休診
及び年末年始（12月30日〜１月３日）は休診

前橋協立診療所前橋市城東町３-15-28
※�インフルエンザ・新型コロナ予防接種　予約受付中！� ☎027-231-6060

月 火 水 木 金 土
午前　月～土
9:00～12:00

高柳（11:00まで）
井上

高柳（11:00まで）
桑原

桑原
谷口

高柳（11:00まで）
井上

高柳（11:00まで）
桑原

７日：高柳
21日：井上
28日：谷口

予防接種
14:00～ 新型コロナ インフルエンザ 新型コロナ 新型コロナ

午後
15:30～17:00 高柳 桑原 井上 井上 井上

夜間 高柳
17:00～18:30

高柳
17:00～18:00

発熱外来をおこなっています。風邪症状がある方は、事前にご連絡ください。
2024年度前橋市自治体健診受け付けています。ご希望の方はご連絡ください。
※レントゲン：月～金曜日の午前中　＊胃カメラ：月・火・木・金曜日午前
※休診：土曜日午後・第２土曜日・日曜日・国民の休日　＊訪問診療を行っています。詳しくはお問い合わせください。

診療体制は毎月変わる可能性がありますので、受診の際は最新号の「くらしと健康」をご覧いただくか、事業所へお電話でお問い合わせ下さい。

ホームページ

桐生協立診療所桐生市相生町2-554-7

予約制(予約外受付可)☎0277-53-3911(予約電話）
受付時間 診療開始 月 火 水 木 金 土

診
療
科　

内	

科

午前8:30～
12:00 9:00～ 西上 小林(第１/２)

西上（第３～５） 西上 鈴木(第４以外)
西上（第４） 小	林 西上(第１/3)

片岡（第４/５）
午後15:00～
17:00 15:30～ 西上 西上

（第１以外） 西上 西上 西上
（第２休）

夜間17:00～
19:00 17:00～ 西上

(第２/４週)

介護に関する問い合わせ　　TEL:0277-53-3912
外来受診送迎実施中　（当生協組合員のみ、事前登録必要）

※第２土曜・
祝日　休診
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